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自発核分裂の寿命： Z2/A が大きくなるほど、核分裂障壁 

             が低くなって寿命が短くなる 



photo-fission （光核分裂）の断面積：フォトンのエネルギーが 5.7 MeV 

のあたりから断面積が急に立ち上がる（障壁の高さが 5.7 MeV くらい） 

どうして 235U が“燃え”て 238U が“燃え”ないのか（原発）? 

＊239U の核分裂障壁の高さは同程度 (6.0 MeV) 



分離エネルギーにおける偶奇効果 

1n separation energy: Sn (A,Z) = B(A,Z) – B(A-1,Z) 

236U と 239U で大きく違うのが1中性子分離エネルギー 



even-odd staggering 

1n separation energy: Sn (A,Z) = B(A,Z) – B(A-1,Z) 

偶数個の中性子から１つ中性子 

を取る方が奇数個から取るより 

大きなエネルギーが必要 

偶偶核 

偶奇核 



核分裂障壁の高さと1中性子分離エネルギーの関係 
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